
都心幹線（中央前橋ライン）形成に向けた段階的な再編（案） 

①シャトルバス延伸実証実験 

中央前橋駅 

JR前橋駅 

約900ｍ 

約7分 

けやきウォーク 

約1400ｍ 

約10分 

開始時期：令和元年１１月３０日～ 

区間：中央前橋駅～前橋駅～けやきウォーク前橋 

距離：約2300ｍ 

所要時間：約17分 

運行本数（上下）： 

 （平日）中央前橋～前橋駅 51本/日 

 （土日祝） 

  ・中央前橋～前橋駅 51本/日 

  ・前橋駅～けやきウォーク 42本/日 

         （午前9時から最終まで延伸） 

車両：2台 （日本中央バス） 

 

※都心幹線の形成に向けた第一段階 

中央前橋駅 

JR前橋駅 

けやきウォーク 

②第１次再編 R3.10月～ 

中央前橋駅 

JR前橋駅 

けやきウォーク 

けやきウォークへ延伸 

（土日祝のみ） 

③第２次再編 R5年度以降.～ 

自動運転社会実装実験の延長 R2.1月～ 

県庁前 

前橋公園 

これまでの中央前橋ライン（案） 

中央前橋駅 

JR前橋駅 

市役所 

県庁 

市役所 

県庁 

けやきウォーク 

けやきウォーク～前橋駅～中央前橋駅～

立川町～県庁前～前橋公園間を 

日中15分間隔で運行 

【シャトル線】 

・平日運行（共同経営の実現） 

・上電～JR間の結節を考慮し、第１次再編では 

 実証実験の区間である「中央前橋駅～前橋駅～  

 けやきウォーク前橋」を運行 

 

【前橋駅～中央前橋駅～前橋公園（新規）】 

・毎時２本の運行を目指す 

・通勤利用の見込める市役所前を通るルートに変更 

 

※どちらの路線においても、既存の委託路線の 

 見直しによる路線の振替が前提となる 

前橋公園 

課題①：立川町通りの渋滞 

課題②：中央前橋駅  

    乗り入れスペースの不足 

【中央前橋ラインの完成】 

・「けやきウォーク～前橋公園」を日中15分間隔で 

 運行 

・既存路線の振替 

・中央前橋ラインにシャトル組み込み（共同経営） 

・中央前橋駅のターミナル化 

 

【検討事項】 

・シャトルバスの時間延長 

・千代田町中心拠点地区の再開発によるまちなかの魅力  

 向上に併せたバス路線の再編 

・本町五差路の改良による定時性・速達性の向上に 

 合わせた路線の再編 

中央前橋駅ターミナル化 

立川町通りの渋滞解消 

資料１-３ 

前橋公園 


